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実施内容 

（１）研修体制の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校研修協力校（５校） 
戸田市立戸田東中学校（南部） 
鶴ヶ島市立南中学校（西部） 
熊谷市立熊谷東中学校（北部） 
深谷市立深谷中学校（北部） 
幸手市立東中学校（東部） 

高校研修協力校（２校） 
県立所沢高等学校 
県立熊谷西高等学校 

公 開 授 業 ・ 研 究 協 議 

埼玉県運営指導委員会 

     ○大学教授等の外部有識者【外部専門機関との連携】 
     ○県教育員会指導主事（教育事務所・総合教育センターを含む） 
     ○関係各市町教育委員会指導主事 
     ○各研修協力校研究主任等 

埼玉県教育委員会 

「英語教育改善プラン」の提示 

域内高校 

高等学校英語授業指導力 

向上研修 

中央研修受講者活用した研修 

域内小・中学校 

小学校研修協力校（７校） 
戸田市立戸田第二小学校（南部） 
鶴ヶ島市立南小学校（西部） 
熊谷市立熊谷東小学校（北部） 
深谷市立深谷小学校（北部） 
幸手市立権現堂川小学校（東部） 
幸手市立吉田小学校（東部） 
幸手市立八代小学校（東部） 連 携 連 携 

 

 

○小・中学校各３日間の集中的研修 

○英語教育推進リーダー中央研修参加者によるワークショップ 

○大学教授等外部有識者による講義【外部専門機関との連携】 

英語教育中核教員養成講座 

各市町村における研修の実施 

（中核教員参加者等の活用） 

各市町村の中核的教員 

大学教授等の外部有識者【外部専門機関】による継続的な指導助言 
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（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

○英語教育の状況を踏まえた目標管理 

 当該年度実施の文部科学省「英語教育実施状況調査」（以下、「調査」という。）を活用した

目標管理を行う。 

 

①求められる英語力を有する全担当教員に占める割合 

【中学校】 

H28 調査結果：26.5%（304 人/1,149 人） 

H29 達成目標：50％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て 

(1)各種会議において、検定試験等の受験を促すとともに、特別料金制度の周知を行う。 

(2)英語の授業を英語で行うよう研修等で指導を徹底する。 

【高等学校】 

H28 年度調査結果：49.1%（574 人 1,168 人） 

H29 達成目標：80.0％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て 

(1)各種会議において、検定試験等の受験を促すとともに、特別料金制度の周知を行う。 

(2)教員研修等における効果測定の一環として、外部検定試験を実施する。 

 (3)英語の授業を英語で行うよう研修等で指導を徹底する。 

  

②求められる英語力を有する生徒の全生徒に占める割合 

【中学校】（英検３級レベル） 

H28 調査結果：38.3%（19,725 人/51,458 人） 

H29 達成目標：50.0％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て 

(1) 各種検定試験の受験を促す。 

(2)研修協力校における定期テストやパフォーマンステストに関する研究成果を普及し、生徒 

  の英語力を的確に把握できる評価方法の改善を図る。 

【高等学校】（英検準２級レベル） 

H28 年度調査結果：32.25％（12,099 人 37,516 人） 

H29 達成目標：50.0％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て 

(1)各種検定試験の受験を促す。 

(2)研修協力校における定期テストやパフォーマンステストに関する研究成果を普及し、生徒の 

 英語力を的確に把握できる評価方法の改善を図る。 

  (3)外国語学科設置校の生徒を対象とした特別受験制度を活用による積極的な受験の推進を図 

  る。 

 

③「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形式で技能別に設定した学習到達目標の整備状況（設定・公表及び

達成状況の把握等の状況） 

【中学校】 

H28 調査結果：総学校数：356 設置学校総計：232（65.2%） 公表学校総計：52（14.6%） 

       達成状況の把握：91 校（25.6%） 

H29 達成目標：設置、公表、達成状況の把握ともに 100％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て 

(1) 「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の意義の周知を一層図る。 

(2) 研修協力校における研究成果を普及する。 

【高等学校】 

H28 年度調査結果：総学科：248 校 設置学科数計：67 学科（36.3%） 公表学科数計：8学科（3.2%） 
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 達成状況の把握：31学科（12.5%） 

H29 達成目標：設置、公表、達成状況の把握ともに 100％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て 

(1)「ＣＡＮ－ＤＯリスト」と評価に係る新たな教員研修を行う。 

(2)平成２８年度末までに全県立高校から提出を求める。 

 

④授業における、生徒の英語による言語活動時間の占める割合 

【中学校】 

H28 調査結果：78.9%（1,238 人/1,568 人 ※延べ授業担当教員数） 

H29 達成目標：80.0％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て  

(1) 研修協力校における実践事例を各種研修会で紹介し普及する。 

(2) 研修協力校における公開授業等において、生徒の英語活動事例を紹介する。 

(3)アクティブラーニング（協調学習）についての研修・研究を実施。（年間） 

【高等学校】（普通科等(コミュニケーション英語Ⅰ)及び英語教育を主とする学科（全調査科目）

で授業の半分以上の時間） 

 H28 年度調査結果：45.4％ （212/531 人 ※授業担当教員数） 

H29 達成目標：60.0％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て  

(1) 研修協力校における実践事例を各種研修会で紹介し普及する。 

(2) 研修協力校における公開授業等において、生徒の英語活動事例を紹介する。 

(3)アクティブラーニング（協調学習）についての研修・研究を実施。（年間） 

  

⑤「話すこと」及び「書くこと」における外国語（英語）表現の能力を評価するためのスピーキ

ングテスト及びライティングテスト等のパフォーマンステストの実施状況 

【中学校】 

（スピーキングテスト） 

H28 調査結果：年間２．７回（平均） 

H29 達成目標：全校・全学年で年間 5回実施（H29 調査結果による） 

（ライティングテスト） 

H28 調査結果： 年間２回（平均） 

H29 達成目標：全校・全学年で年間 5回実施（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て  

 (1) パフォーマンステストの必要性について、研修等で一層周知を図る。 

(2) 研修協力校における実践事例を各種研修会等で紹介し普及を図る。 

(3) 各学校での実践事例を研修会等で普及する。 

【高等学校】 

（スピーキングテスト） 

 H28 年度調査結果：年間 2.6 回（平均値） 

H29 達成目標：全校・全学年で年間 5回実施（H29 調査結果による） 

（ライティングテスト） 

H28 年度達調査結果：年間 1.4 回（平均値） 

H29 達成目標：全校・全学年で年間 5回実施（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て  

(1) 研修協力校における実践事例を各種研修会で紹介し普及を図る。 

(2) 研修協力校における公開授業等において、生徒の英語活動事例を紹介し普及を図る。 

 

⑥授業における、英語担当教員の英語使用状況 

【中学校】 
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H28 調査結果：75.3%（1,180 人/1,568 人 ※延べ授業担当教員数） 

H29 達成目標：80.0％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て  

(1) 「英語の授業は原則英語で実施すること」を教員に一層意識させること。 

(2) 研修協力校や各学校での実践事例を各種研修会で紹介し普及する。 

【高等学校】（普通科等(コミュニケーション英語Ⅰ)及び英語教育を主とする学科（全調査科目）

で発話の半分以上を英語で行う） 

 H28 年度達調査結果：42.0％（163 人/388 人） 

 H29 達成目標：70.0％（H29 調査結果による） 

◆目標を達成するための具体的な手立て  

(1) 研修協力校における実践事例を各種研修会で紹介し普及する。 

(2) 研修協力校における公開授業等において、指導事例を紹介する。 

(3) 英語教育推進リーダー中央研修受講者を活用した研修でワークショップ等を実施する。 

 

⑦研修実施回数、研修受講者の人数 

【小学校】 

 H28 調査結果 57／年 研修受講者割合 6% 

H29 達成目標：研修実施回数 70／年 研修受講者割合 15% 

◆目標を達成するための具体的な手立て  

(1) 研修協力校における公開授業・研究協議会の周知を工夫する。 

(2) 中核教員養成講座を実施の受講者の推薦方法を工夫する。 

 (3) 中核教員養成講座参加者等を活用した研修会を市町村単位で実施するよう促す。 

【中学校】 

 H28 調査結果 51／年 研修受講者割合 27% 

H29 達成目標：研修実施回数 70／年 研修受講者割合 80% 

◆目標を達成するための具体的な手立て  

(1) 研修協力校における公開授業・研究協議会の実施。 

(2) 中核教員養成講座を実施の受講者の推薦方法を工夫する。 

(3) 中核教員養成講座参加者等を活用した研修会を市町村単位で実施するよう促す。 

【高等学校】 

H28 実  績：研修実施回数 10／年 研修受講者対象人数 620 人 

H29 達成目標：研修実施回数 5／年 研修受講者割合 100% 

◆目標を達成するための具体的な手立て  

(1) 研修協力校における公開授業・研究協議会の実施。 

(2) 高等学校英語指導力向上研修を実施。 

 (3) 高等学校英語指導力向上研修参加者等を活用した研修会を各所属校で実施するよう促す。 

 

 

（３）研修の体系と内容の具体 

【小学校】 

１ 中核教員研修（５～８月 小・中学校 各３日間） 
（１）研修対象者：県内小学校外国語活動担当教員（市町村において中核的役割を果たす教員） 
（２）研修目的・内容：英語教育推進リーダー中央研修で取り扱う内容 
（３）受講予定者：約６２名 
（４）外部専門機関との関わり等：大学教授を研修講師として依頼、ブリティッシュ・カウンシ 
                ルが提供する研修資料を使用する、等 
２ 教育程研究協議会（７月） 
（１）研修対象者：県内小学校教員 
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（２）研修目的・内容：学習指導要領の実施、外国語活動の充実に係る研究協議 
（３）受講予定者：約 710 名 
３ 研修協力校（７校）による公開授業・研究協議（１０月～２月）約１２０名 
（１）研修対象者：県立小学校外国活動担当教員 
（２）研修目的・内容：外国語活動の充実に係る公開授業及び研究協議 
（３）外部専門機関との関わり等：県教委が委嘱する外部有識者（大学教授）による指導 
 

【中学校】 

１ 中核教員研修（５～８月 ３日間） 
（１）研修対象者：県内中学校英語担当教員（市町村において中核的役割を果たす教員） 
（２）研修目的・内容：英語教育推進リーダー中央研修で取り扱う内容 
（３）受講予定者：約６２名 
（４）外部専門機関との関わり等：大学教授を研修講師として依頼、ブリティッシュ・カウンシ 
                ルが提供する研修資料を使用する、等 
２ 教育程研究協議会（７月） 
（１）研修対象者：県内中学校英語教員 
（２）研修目的・内容：学習指導要領の実施、「CAN－DO リスト」の設置等について係る研究

協議 
（３）受講予定者：約２００名 
３ 研修協力校（５校）による英語教員研修会（１０月～２月）約１２０名 
（１）研修対象者：県立中学校英語教員 
（２）研修目的・内容：「英語で行うことを基本とする授業」の指導方法について公開授業及び

研究協議の実施 
（３）外部専門機関との関わり等：県教委が委嘱する外部有識者（大学教授）による指導 
【高等学校】 
１ 高等学校英語指導力向上研修（５月～１０月 ３日間）実施。 
（１）研修対象者：県立高等学校英語担当教員等 
（２）研修目的・内容：英語教育推進リーダー中央研修で取り扱う内容 
（３）受講者：２４０名予定 
（４）外部専門機関との関わり等：ブリティッシュ・カウンシルが提供する研修資料を使用した。 
 
２ CAN－DO リストの活用・評価にかかる教員研修会（４月）【新規】 
（１）研修対象者：県立高等学校英語担当教員 
（２）研修目的・内容：「CAN－DO リスト」の活用・評価・年間計画に係る研修 
（３）受講者：約２００名 
 
３ 研修協力校（２校）による英語教員研修会（公開授業）（１１月） 約１５０名 
（１）研修対象者：県立高等学校英語担当教員 
（２）研修目的・内容：次期学習指導要領の内容を見据えたアクティブラーニングの手法の研究 
（３）外部専門機関との関わり等：県教委が委嘱する外部有識者（大学教授）による指導 
 
４ アクティブラーニング（協調学習）の研究・研修 
（１）研修対象者：初任者、研究開発員（外国語科：約６０名） 年４回 
（２）研修目的：東京大学と連携し、生徒が主体的に学ぶ意欲を育む教材開発や授業法の研究・ 
        実践。 
（３）受講者：県立学校英語担当教員希望者 
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（４）年間事業計画 

月 都道府県等の取組 外部専門機関等 

４月 

研修協力校等の指定 

高等学校英語指導力向上研修講師打合せ会①（4/24) 

「CAN－DO リストの活用・評価」にかかる教員研修会 
（4 月）（新規） 

 

５月 

中核教員養成講座・養成講座担当者連絡協議会 

第１回運営指導委員会（小・中） 

中核教員養成講座①（小・中学校） 

英語指導力向上研修①（高） 

 

 

大学教授等外部有識者 

ブリティッシュ・カウン

シル提供の研修資料 

６月 

アクティブラーニングに関する英語教員研修①（高）  

７月 

教育課程研究協議会（４地区）（小・中・高等学校） 

 

 

８月 

中核教員養成講座②③④⑤（小・中学校） 

アクティブラーニングに関する英語教員研修②（高）（2回) 

英語指導力向上研修講師打合せ会②（高）（8月末) 

大学教授等外部有識者 

ブリティッシュ・カウン

シル提供の研修資料 

９月 

英語指導力向上研修②（高）（9/20 予定) 

 

 

１０月 

研修協力校による公開授業及び研究協議（小・中・高等学校） 

小中高連携の取組（公開授業参観）※２月まで 

英語指導力向上研修講師打合せ会③（高） 

英語指導力向上研修③（高）（10/23) 

大学教授等外部有識者 

１１月 

アクティブラーニングに関する英語教員研修③ 

（公開授業）（高） 

アクティブラーニングに関する英語教員研修④ 

（高）（11 月末） 

 

１２月 
  

１月 

アクティブラーニングに関する英語教員研修（1月) 

（シンポジウム・実践発表及び検証）（高） 

英語指導力向上研修講師打合せ会（成果・課題）④（高） 

大学教授等外部有識者 

２月 

第２回運営指導委員会（小・中） 大学教授等外部有識者 

３月 

研修協力校の成果の普及（ＨＰ掲載等）  

【その他の取組】 

・研修協力校における外部検定試験を活用した生徒の英語力検証 

 

 



目標管理書

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

H25

校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する教師の割合（％） 43.5 50 45 55 49 60 49.1 70
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 28.4 45 28 50 34.9 60 32.3 70
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 4.9 25 14.5 30 18.8 75 27 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 0.8 15 4.3 30 4.3 75 3.2 100
                                         達成状況の把握（％） 2.5 20 8 30 5.8 75 12.5 100

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 29.3 35 32.8 50 33.3 55 45.4 60
⑤ パフォーマンステストの実施状況 　　　コミュニケーション英語Ⅰ 2 0.3 4 1.4 5

　　　スピーキングテスト（回）　　　　　   コミュニケーション英語Ⅱ　 2 0.3 4 0.59 5
                                                   コミュニケーション英語Ⅲ　 2 0.1 4 0.3 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅰ 2 0.6 4 0.9 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅱ 2 0.5 4 0.7 5
　　　ライティングテスト（回）　　　　　  　コミュニケーション英語Ⅰ 2 0.1 4 0.2 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅱ 2 0.2 4 0.2 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅲ 2 0.1 4 0.2 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅰ 2 0.1 4 0.5 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英語表現Ⅱ 2 2.2 4 0.9 5

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 38.5 50 34 60 36.7 70
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 5 3 5 8 5 10 5

研修受講者数 200 300 250 365 250 620 250

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する教師の割合（％） 23.5 30 24 35 25.7 40 26.5 50
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 37.1 40 41.6 45 39.8 48 38.3 50
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 14 40 17.7 80 32.5 100 65.2 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 4.7 10 6.4 50 13.9 100 14.6 100
                                        達成状況の把握（％） 9.4 20 10.5 80 18.6 100 25.6 100

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 61 65 63 70 79.3 75 78.9 80
⑤ パフォーマンステストの実施状況　スピーキングテスト（回） 5 2.9 5 2.7 5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ライティングテスト（回） 5 2.4 5 2 5
⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 58.4 70 74 75 75.3 80
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 5 5 5 17 5 51 5

研修受講者数 600 600 600 377 600 419 600

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

⑦ 相応の英語力を有する小学校教員の割合（％） 5.7 5 1 10
⑧ 小学校教員に対する研修実施回数 5 1 5 未把握 30 57 40

研修受講者数 200 700 1000 未把握 3000 801 4500

H25
独自 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

都道府県等
教育委員会名

埼玉県教育委員会
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